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神奈川県立総合教育センター長期研究員研究報告 12:43～48.2014 

 

キャリアアセスメントの特色を踏まえた 

進路指導への効果的な活用に関する研究 

― 進路相談事例と進路学習の実践状況の検討を通して ― 

 

塩 沢 恵 子１      

 総合教育センターでは、平成25年度より特別支援学校等の就労支援をサポートするため「キャリアアセスメ

ント」を実施している。本研究では、特別支援学校分教室を対象にアンケートを行い、進路学習の実施状況や

課題等を明らかにした。また、特別支援教育推進課が開発した「キャリアアセスメントを活用した進路相談モ

デル例」を参考に、所属校分教室で進路相談を実施し、進路指導へのキャリアアセスメントの有効性について

検証した。 

 

                  はじめに 

 
 「かながわグランドデザイン 実施計画 主要施

策・計画推進編 2012－2014」（神奈川県 2012）では、

特別支援学校高等部（知的障害教育部門）の就職率を

25.2％（2011年度）から31％（2014年度）へ伸ばす目

標を設定している。 
 「平成25年度学校教育指導の重点」（神奈川県教育委

員会 2013）においても、特別支援学校教育指導の重

点として、キャリア教育の推進、就労を促進するため

の職業教育の充実を挙げている。  
 神奈川県教育委員会は、特別支援学校の過大規模化

に対応して、平成16年度から県立高等学校内に「分教

室」を設置している。平成25年度は、県立特別支援学

校27校のうち分教室のある学校は16校であり、20分教

室が設置されている。分教室に在籍する生徒は、比較

的障害が軽度で自力通学や集団学習が可能な生徒であ

り、企業就労を希望している者も多い。そのため、特

別支援学校の分教室では、就労に向けた進路指導の充

実が求められており、とりわけ就労支援に向けた取組

が課題と考えられる。 
 総合教育センター特別支援教育推進課では、学校に

おける就労支援をサポートすることを目的に、従来か

らある「特別支援学校等アセスメント事業」に「キャ

リアアセスメント」を加え、平成25年度より実施して

いる。また、平成25年度研究「就労支援に向けたアセ

スメントの活用に関する研究」において、「キャリアア

セスメントを活用した進路相談モデル例」を開発し、

アセスメントの効果的な活用について研究を行ってい

る。 
本研究は、特別支援教育推進課の平成25年度研究と

連携し、分教室での進路学習の実施状況を調査すると

ともに、進路指導におけるキャリアアセスメントの有

効性について研究を行うこととした。 

                  

研究の内容 

 

１ 研究の背景 

(1)進路指導の質的転換 

 原・内海・緒方（2002）によれば、従来の進路指導

は、産業現場等における実習（以下、現場実習という）

と進路相談を中心に行われていたが、1990年代後半か

ら生徒の自己選択・自己決定を意図した進路学習が提

唱され、この三要素を相互に関連付けて指導すること

が大切であると考えられるようになった（第１図）。こ

の新たな進路指導への転換の背景には、自立観の変化、

就労・福祉環境の整備、福祉システムの転換、産業構

造の変化が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

(2)進路指導における課題 

 渡辺・杉山・亀山（2006）は、進路学習とは「進路

に関連する事項を計画的、段階的に学び、現場実習や

職場見学等による進路体験に基づいた社会的認識や自

己認識（自己理解）を培うことが目標になる。これら

の学習や体験をもとに、個別の進路相談において、主

体的に実習先や進路先を選択することになる。（中略）

しかし、実習活動を中心とする伝統的な進路指導観か

ら体験的に『進路・職業を知る』ことに進路指導の重

点が置かれがちな傾向も根強く、自己理解の実践的位

置付けは必ずしも十分ではないという指摘もある」と

述べている。 

 この指摘は、生徒が主体的に進路選択をするにあた

    
従来の進路指導 新たな進路指導 

社会参加 社会参加 

1 神奈川県立藤沢養護学校 

研究分野（今日的な教育課題研究 就労支援に 

向けたアセスメントの活用に関する研究） 

 

 

第１図 新たな進路指導への転換 
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（原・内海・緒方 2002 を参考に作成） 
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り、自己理解が重要であるとされているものの、自己

理解を深める進路学習の実践はまだ不十分であること

を示唆する。また、進路学習は進路に関する事項を計

画的、段階的に学ぶものであるとされているが、本県

の分教室の歴史が浅いことを考慮すると、分教室での

進路学習の在り方（指導計画や現場実習・進路相談と

の関連付け等）にも課題があると推察され、進路学習・

進路相談・現場実習を相互に関連付けた効果的な進路

指導にも課題が生じると考えられる。 

(3)キャリアアセスメントとキャリアアセスメントを

活用した進路相談モデル例の概要 

 総合教育センターの「特別支援学校等アセスメント

事業」として、「学校アセスメント」「センターアセス

メント」「専門職相談・アセスメント」が実施されてお

り、これらは学校の要請に応じ基礎的な作業検査や専

門職（臨床心理士・作業療法士・言語聴覚士）による

検査を通して指示理解や手指の巧緻性等について評価

を行い、主に個別教育計画の作成に活用されている。 

 キャリアアセスメントは、これらのアセスメントと

は異なり、就労支援を目的としたアセスメントである

（第１表）。 

第１表 キャリアアセスメントの概要 

目的 就労支援 

対象 

主に高等部２・３年生 

・就労を目指し、就労支援に向けた助言が必要な生徒 

・集団での学習が可能で、一日の振り返りができる生徒 

評価

の 

観点 

・職務遂行能力等の就労準備性 

・職業に関する自己理解 

・作業のセルフマネジメント（自分で正確に作業を進める力） 

検査

内容 

事務作業  

数値チェック、物品請求書作成    

ＯＡ作業 

数値入力、文書入力、コピー＆ペースト 

実務作業 

ナプキン折り、ピッキング、プラグ・タップ組立、重さ計測 

 特別支援教育推進課では、キャリアアセスメントの

効果的な活用方法として「キャリアアセスメントを活

用した進路相談モデル例」を開発した（第２図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 キャリアアセスメントを活用した 

       進路相談モデル例 

２ 研究の方法 

 本研究では、まず分教室における進路学習の実施状

況を把握し、課題等を明らかにするため、特別支援学

校分教室を対象に質問紙による調査を実施した。 

 また、進路指導におけるキャリアアセスメントの有

効性を検証するため、所属校である藤沢養護学校鎌倉

分教室を訪問し、事例生徒４名を対象に「キャリアア

セスメントを活用した進路相談モデル例」を本研究用

に一部改変した進路相談を担任等と連携して実施した。 

 

３ 結果及び考察 

(1)質問紙調査 

実施期間 平成25年７月～８月 

対象   県立特別支援学校知的障害教育部門高等部 

     20分教室 

回答者  分教室長、進路指導担当、進路学習の授業 

     担当者等 

回収率  100％ 

 設問１「進路学習で取り扱っている分野について」

の調査結果は、次の通りである（第３図）。 

【設問１】進路学習に関する項目Ａ～Ｆの実施状況を、三つの選択肢「重

要な分野だと考えて扱っている」「扱っているが、改善・工夫の余地があ

る」「現状では特に扱っていない」から選択して回答 

 Ａ 自己理解・将来設計に関する学習 

 Ｂ 職業理解・働くことに関する学習 

 Ｃ 他者との関わり方に関する学習 

 Ｄ 余暇に関する学習 

 Ｅ 暮らしに関する学習 

 Ｆ 社会の仕組みに関する学習 

（作業学習は、全ての分教室で実施されていることが明らかであるため 

 項目から除外した） 

 
 
 
 
 
 
 
 

第３図 質問紙調査結果（設問１） 

 設問１の調査結果から、進路学習で「重要な分野と

して扱っている」と回答した割合は「Ｂ 職業理解・働

くことに関する学習」が最も高く、次いで「Ａ 自己理

解・将来設計に関する学習」であった。項目Ａは主体

的な進路決定をするために重要な項目であるにも関わ

らず、「改善・工夫の余地がある」と回答している分教

室も少なくない。項目Ａ、Ｂ以外については、「重要な

分野として扱っている」と回答した割合と、「改善・工

夫の余地がある」「扱っていない」と回答した割合がほ

ぼ同じであった。進路学習の分野ごとの実施状況につ

いて、職業理解や働くことに関する分野は重点的に実

施されているが、その他の分野では実施に課題がある

分教室が多いことが分かった。 
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 振り返りシート 

Ｆ 作業の振り返りと教えてもらったこと  

Ｇ 就職するために必要なこと 
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 次に、設問２「進路学習や個別教育計画に関する取

組について」の結果を示す（第４図）。 
【設問２】進路学習や個別教育計画に関する項目Ａ～Ｈの取組状況を、

三つの選択肢「取り組んでいる」「今後の課題である」「その他（具体的

に記述）」から選択して回答 

Ａ 個別教育計画の中で、作業学習に関する目標について目標等を設定 

   している 

Ｂ 個別教育計画の中で、進路学習（ここでは作業学習を除く。以下同 

  じ）に関する目標について目標等を設定している 

Ｃ 作業学習で、生徒一人ひとりが自分の目標を意識して学習している 

Ｄ 進路学習で、生徒一人ひとりが自分の目標を意識して学習している 

Ｅ 進路学習の内容として、「働く」ことだけでなく、「暮らす」ことや 

 「楽しむ」ことの学習も取り入れている 

Ｆ 高等部３年間の学習の積み上げを意識して、進路学習の年間指導計 

   画を作成している 

Ｇ 現場実習、校内実習、作業学習における目標や課題を、他の学習場 

   面でも意識的に関連付けて指導している 

Ｈ 職業理解や自分の作業上の特性理解のために、進路学習と現場実習 

   や校内実習の内容を相互に関連付けて指導している 

 

第４図 質問紙調査結果（設問２） 

 項目Ａ、Ｂは個別教育計画の中に作業学習や進路学

習に関する目標を設定しているかという項目で、どち

らも「取り組んでいる」と回答した分教室が多かった。

しかし、項目Ｃ、Ｄの作業学習や進路学習で生徒が自

分の目標を意識して学習しているかという項目では、

「取り組んでいる」と回答した分教室が約半数にとど

まった。つまり、教員は個別教育計画に作業学習や進

路学習の目標を設定しているが、生徒は自分の目標を

意識して学習するには至っていないケースが多く、教

員の意図と生徒の意識に差があることを示しており、

生徒が自分の目標を意識し、主体的に学習に取り組む

ことが課題であると言える。 
 また、項目Ｆの高等部３年間の進路学習の計画につ

いても「今後の課題である」と半数の分教室が回答し

ており、計画的な進路学習の実施にも課題があると言

える。自由記述の中には、「３年間を見通した進路指導

計画を立て、現場実習の事前・事後学習だけで終わら

ないよう教育課程の中に位置付けて指導している」「系

統的な進路指導のプログラムを作成した」等進路学習

の内容や指導計画を整備している分教室もある一方で、

「年間計画についてはまだ完成しておらず、総合教育

センターで作成したものを参考にしている」「３年間を

通じての単元設定が必要」等の記述もあり、分教室に

よる取組の差とともに、計画的、系統的な進路学習を

実施する上での課題が示されている。 

 以上のことから、分教室における進路学習は、職業

理解や働くことに関する学習に重点が置かれている傾

向にあること、進路学習の実施にあたり改善・工夫が

必要な分野が少なくないこと、高等部３年間の学習の

積み重ねを検討する必要があること、学習や進路選択

に対する生徒の主体性を育てること等の課題が明らか

になった。 

(2)事例検討 

対象 藤沢養護学校鎌倉分教室生徒４名 

   （１・２年生各２名、療育手帳Ｂ２） 
内容 「キャリアアセスメントを活用した進路相談モ 

   デル例」を本研究用に一部改変した進路相談及 

   び実施後の聞き取り調査（第５図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 研究で実施した進路相談 

 鎌倉分教室では、キャリアアセスメント後に現場実

習や進路面談が予定されていたため、受検後の生徒の

現場実習や日常の学習での取組状況等を聞き取り、キ

ャリアアセスメントを受検したことによる職業に関す

る自己理解や学習への取組の変容、進路指導への有効

性等を考察した。 
 職業に関する自己理解の変容を分析するにあたって

は、「Ｂ 作業学習（職業）の取り組み」「Ｇ 就職する

ために必要なこと」の内容を一部改変し「自分のこと

アンケート事前用」「自分のことアンケート事後用」と

して活用した（第６図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第６図 自分のことアンケート事前用（一部抜粋） 
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「自分のことアンケート事前用」は、日常の学習活動

（特に「職業」の授業）において、出席・時間・身だ

しなみ等の項目について４段階（できる・だいたいで

きる・あまりできない・できない）で自己評価を行い、

「自分のことアンケート事後用」は、キャリアアセス

メント当日の自分の取組について同じく４段階（でき

た・だいたいできた・あまりできなかった・できなか

った）で自己評価を行うワークシートである。 

 本研究では、事後の進路相談で「自分のことアンケ

ート事前用」と「自分のことアンケート事後用」の自

己評価を比較したり、キャリアアセスメント当日に行

動観察を行った教員や検査担当者の評価（「自分のこと

アンケート事後用」と同じ様式のシートに転記したも

の）を比較したりする学習を取り入れた。 

ア 事前の進路相談 

 キャリアアセスメント受検前に、「Ａ 将来の生活」

「Ｂ 自分のことアンケート事前用」「Ｃ キャリアアセ

スメント受検に向けて」のワークシートを使用し、進

路相談を実施した。生徒は担任等とやりとりをしなが

らワークシートに記入した。 

 「Ａ 将来の生活」シートでは、進路に関する質問項

目に回答していくことで、生徒の職業に関する自己理

解等の度合いを把握することができた（第２表）。 

第２表 「Ａ 将来の生活」シートより（回答は選択式） 

  生徒Ａ 
（１年生） 

生徒Ｂ 
（１年生） 

生徒Ｃ 
（２年生） 

生徒Ｄ 
（２年生） 

卒業後
の進路 

まだ 
わからない 

まだ 
わからない 

すぐ 
就職したい 

すぐ 
就職したい 

希望 
職種 

わからない 物を売る 
品物を集め
る・分ける、
パソコン入
力、掃除 

品物を集め
る・分ける、
物を売る、 
掃除 

希望 
月収 

１～５万円 ５～10万円 10～15万円 25～30万円 

給料の 
使途 

(記述式） 

生活 生活費、 
貯金、趣味 

欲しい物、 
生活費 

旅行、ゲー
ムソフト、
遊園地のパ
スポート、
ライブチケ
ット 

労働 
時間 

７～８時間 ５～６時間 ５～６時間 ５～６時間 

ひとり 
暮らし
の希望 

わからない わからない 家族と 
暮らしたい 

ひとり 
暮らしが 
したい 

 生徒Ａ、Ｂはいくつかの項目で「わからない」と回

答していることから、将来の生活のイメージを十分持

てていないことが分かる。 
 生徒Ｄは、５～６時間の労働で希望月収は25～30万

円と回答しているが、現実的でない。また、ひとり暮

らしの希望があるが、給料の使途として挙げられたも

のは全て趣味に関するもので、自活のために必要な金

銭についての概念が十分でないことがうかがえる。 
 このように、事前の進路相談はキャリアアセスメン

ト受検にあたってのガイダンスとしての役割だけでな

く、生徒の実態把握の機能も持つ。学校でこのワーク

シートを使用したガイダンスを高等部１年次に実施す

れば、生徒の進路に関するイメージ等を把握でき、そ

れに応じて進路学習で取り扱う分野や指導計画の検討

に活用できる。このように事前の進路相談を実施する

ことは、前述の進路学習に関する調査で明らかになっ

た「進路学習で取り扱う分野の検討」及び「学習の積

み重ね」という課題に対する有効な手立てと考えられ

る。 
 事前の進路相談では、この他に「Ｂ 自分のことアン

ケート事前用」で日常の学習活動についての自己評価

を、「Ｃ キャリアアセスメント受検に向けて」で受検

の目的を理解する取組を行った。 
イ キャリアアセスメント当日 

(ｱ)当日の実施状況 

 キャリアアセスメントは、 

個別に検査担当者が付いて 

実施された（第７図）。検査 

担当者から一日の流れ（第 

３表）等を聞き「Ｄ 業務日 

報シート」にメモし、検査 

項目や場所を自分で確認し 

ながら取り組んだ。また、作業を遂行する上で何らか

の困難さが見られた場合どうすれば正確に作業を進め

られるか（指を差して確認する、課題が終了したら見

直しをする等の「作業のセルフマネジメント」）等につ

いてアドバイスを受けながら行われた。 

第３表 キャリアアセスメント当日の流れ（例） 

時間 検査内容 

9：00～ 面接１ 朝礼 

9：30～ 作業１（ナプキン折り、重さ計測、数値チェック） 

10：50～ 作業２ OA作業（数値入力、文書入力、コピー＆ペースト） 

11：50～ 昼食・休憩 

12：50～ 作業３（物品請求書作成、プラグ・タップ組立） 

14：00～ 作業４（ピッキング） 

15：30～ 面接２ 

 作業検査終了後の面接２では、取り組んだ作業の得

意・不得意、感想を「Ｅ 自己理解シート」に記入し、

それを基に本人と面接担当者がやりとりをしながら行

われた。また、検査担当者から本人に作業等の取組状

況がフィードバックされた。 

(ｲ)事例生徒の取組状況と考察 

 面接２における生徒の感想から、様々な作業検査を

通し、自分の得意・不得意や仕事の大変さを体験的に

理解できたことがうかがえた（第４表）。 

第４表 キャリアアセスメントを受検した感想 

（仮名遣い等は原文のまま） 

生徒Ａ：自分のできることとできないことがわかり、とてもよい１日 

        でした。 

生徒Ｂ：ピッキングは物をさがすのがたいへんだった。パソコンはキ 

        ーボードのいちにまよったりしました。でもプラグタップの 

        組立はたのしかった。 

生徒Ｃ：今日は試検をやって自分の不得意な所がよく見つかったので 

        良かったです。 

生徒Ｄ：仕事はたいへんだなと思いました。 

 生徒Ａは、自分のできること・できないことが分か

ったと記述しており、職業に関する自己理解が深まっ

生徒 

 項目 

第７図 当日の様子 
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たことがうかがえる。 

 生徒Ｂは、プラグ・タップの組立が楽しかったと記

述している。面接２で、生徒Ｂは普段からプラモデル

を組み立てるのが好きで、細かい作業は得意だと話し

ていた。このように、様々な作業の体験を通して、自

分が能力を発揮できるものを見つけることは、主体的

な進路選択につながる大切な要素だと思われる。 

ウ 事後の進路相談 

(ｱ)進路相談の内容 

 「Ｆ 作業の振り返りと教えてもらったこと」「Ｇ 自

分のことアンケート事後用」「Ｈ これからの取り組み」

のワークシートを使用し、生徒は担任等とやりとりを

しながら記入した。 

(ｲ)事例生徒の取組と考察 

 「Ｆ 作業の振り返りと教えてもらったこと」では、

できた作業・難しかった作業や、当日検査担当者から

アドバイスされた正確に作業を遂行するための方法等

についての振り返りを行った。どの生徒も「メモをと

る」など当日のアドバイスをよく記憶していた。特に、

生徒Ｄは、正確に作業をするために、指を差しながら

確認すること、指示を忘れた場合は相手にもう一度聞

いたり、メモをとったりすることと記入し、確認の方

法、記憶の保持等の困難さを補う方法を具体的に記憶

していた。これらを日々の授業や日常生活で実践する

ことにより、職務遂行能力等の就労準備性の獲得につ

ながると考えられる。 

 「Ｇ 自分のことアンケート事後用」では、キャリア

アセスメント当日の作業態度等について自己評価を行

い、「Ｂ 自分のことアンケート事前用」と比較したり

（第５表）、「Ｇ 自分のことアンケート事後用」の自己

評価と、受検当日行動観察を行った教員や検査担当者

の評価を比較し、他者からの評価の相違等に気付いた

りした。 

第５表 受検前後の回答の比較（数字は質問項目数） 
 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 

アセスメント受検 前 後 前 後 前 後 前 後 

できる 

できた 
3 4 13 16 2 5 11 9 

だいたいできる 

だいたいできた 
9 13 4 1 10 11 3 7 

あまりできない 

あまりできなかった 
5 0 0 0 5 1 1 1 

できない 

できなかった 
0 0 0 0 0 0 2 0 

 生徒Ａ、Ｃ、Ｄは事前に「あまりできない」「できな

い」と回答していた項目が事後には減少しており、そ

れまで否定的に捉えていたことが、キャリアアセスメ

ントや進路相談を通して肯定的な自己評価に変容した

ことがうかがえる。生徒Ａ、Ｃは「できる」「できた」

と回答した項目が少ないが、生徒Ａは、回答欄に「で

きると思うようになりました。キャリアアセスメント

でできたから」という感想を残していることから、キ

ャリアアセスメントで「できた体験」をしたことが、

自己肯定感や有能感を実感することにつながったと思

われる。 

 生徒Ｃは、自己評価と他者からの評価を比較し、自

分が「あまりできなかった」と評価した項目に対し、

他者からは「できた」「だいたいできた」と良い評価が

されたことから、「人からの評価は思ったよりも良くて、

うれしかった」と感想を記している。このように他者

から良い評価を受けるという経験も、自己評価の修正

や自己肯定感の芽生えにつながると考えられる。 

 生徒Ｂには否定的な評価が見られなかったが、他者

からの評価との比較を行ったところ、本人が「できた」

と評価していても、他者からは「だいたいできた」「あ

まりできなかった」と評価されている項目があり、評

価が合致しない部分があった。そこで生徒Ｂは、他者

からの評価で「できた」という評価が得られなかった

挨拶と仕事の速度について、「Ｈ これからの取り組み」

のワークシートに目標を自分で考え、記入した（第６

表）。 
第６表 生徒Ｂの目標（仮名遣い等は原文のまま） 

私の目標１ 声を出す。        

取り組み１ 
学校で 

あいさつをなるべく大きな声をだす。 
手をあげてしつもんする。 

家庭で あった人にあいさつをする。 
私の目標２ 仕事になれたらそくどをあげる。 

取り組み２ 
学校で 職業の時にやる。 
家庭で とくになし。  

 自己評価と他者からの評価の差に気付くことは、自

己評価や自己理解の深化につながると考えられる。ま

た、検査担当者等の他者からの客観的なフィードバッ

クから導き出された目標は、就労を想定した時に必要

なスキルを獲得するための目標と考えることができる。

このようにして目標を導き出すことにより、自ら目標

を意識して学習に取り組むことや、就労準備性を獲得

していくことにつながると考えられる。 
エ 聞き取り調査から 

 事例検討のまとめとして、キャリアアセスメント後

に行われた現場実習や日常の学習活動の様子について

事例生徒、担任等に聞き取り調査を実施した（第７表）。 

第７表 生徒の聞き取り調査の結果 
 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 

キャリアア

セスメント

の事後の 

進路相談で

立てた目標 

・分からない 
 ことはすぐ 
 聞く 
・次の指示を 
 聞く 

・声を出す 
・仕事に慣れ 
 たら速度を 
 上げる 

・分からない 
 ところや気 
 になるとこ 
 ろは質問す 
 る 

・時間内に作 
 業を終わら 
 せる 

目標を意識

して学習に 

取り組んで

いるか 

・取り組んで 
 いる 

・取り組んで 
 いる 

・取り組んで 
 いる 

・学校では意 
 識している 
 が、家庭で 
 はあまり意 
 識していな 
 い 

現場実習で

意識した 

こと 

（目標） 

・自分から挨 

 拶する 

・返事をする 

・分からない 

 ことは聞く 

・説明をよく 

 聞く 

・挨拶をする 

 際に声を出 

 した 

・一定の速度 

 で作業をし 

 た 

 

・分からない 

 ことはすぐ 

 聞く 

・声の大きさ 

・自信を持つ 

 

 

・作業を早く 

 終わらせる 

・ちょうどよ 

 い挨拶をす 

 る 

・分からない 

 ことはすぐ 

 聞く 
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 生徒は、キャリアアセスメントの事後の進路相談で

立てた目標を日常の学習でも意識して取り組んでおり、

現場実習でも実践したと回答した。進路相談を通じて

自分で（必要に応じて教員による支援を受けて）目標

を立てて学習に取り組むことは、分教室における進路

学習についての調査結果で明らかになった、生徒の学

習への主体的な取組を引き出すという課題に対する有

効な手立てになると考えられる。 

 担任や進路指導担当からも、生徒の取組について、

「キャリアアセスメントの評価を現場実習の目標を立

てる際の参考としていた」「生徒Ｂの現場実習の様子を

見学した際、実習先の職員から、挨拶や返事などを大

きな声で行うように努力していたと話があった」「生徒

Ｃは、現場実習で職員に言われたことを忘れないよう

書き留めていた。職員からは、メモをとるような実習

生はなかなかいないと評価が高かった」等、キャリア

アセスメントで経験したことが実習の目標設定や実践

につながっていることが挙げられた。 

 事後の進路相談で、キャリアアセスメントを振り返

り、その評価を参考に自分で目標を設定したことは、

このようにキャリアアセスメントで体験的に学んだこ

とをその後の学習の中で般化させるために有効な学習

になったと考えられる。 

 また、聞き取り調査の中で、進路指導担当からは、

今回のように１年生が受検することは、キャリアアセ

スメントの評価を現場実習の職種選定の参考にしたり、

第三者的な視点での評価として実習先や就労先へ情報

提供をしたりする等、有効に活用できるとの話があっ

た。キャリアセスメントは、今年度は主に高等部２・

３年生を対象としているが、３年生の段階で受検する

よりも、早い段階で就労準備性や職業的な自己理解等

の評価が得られた方が、進路指導においては有効性が

高まるのではないかとの指摘があった。 

  

４ まとめ 

 キャリアアセスメントは、その特色として、職務遂

行能力等の就労準備性の把握、職業に関する自己理解

の促進等があるが、キャリアアセスメントを活用した

進路相談を実施することで、現場実習等の働く体験を

深めて日常の学習活動と関連付け、本人が主体的に学

習に取り組む等の有効性を見ることができた。キャリ

アアセスメントを活用した進路相談により、進路学習

の実践を改善、充実させることができると考えられる。 

 事例生徒の取組状況から、キャリアアセスメントが

生徒の自己肯定感を高める機会になったと考察したが、

生徒が進路を自己選択、自己決定するための基礎とし

て自己肯定感は重要であり、働く体験を通して事例生

徒の感想にもある「できると思うようになりました」

「楽しかった」「うれしかった」という体験をすること

は、自己肯定感を培うための大切な学習だと思われる。

肯定的な自己理解を促す点からも、キャリアアセスメ

ントを活用した進路相談は、進路指導に有効であると

考えられる。 

  

おわりに 
 

 研究を通して、生徒が自己肯定感を培い、主体的に

学び進路選択をすることの大切さを再認識した。 

 本研究では、軽度知的障害の生徒の就労支援をテー

マにしたが、この中で述べた自己肯定感は、障害の種

別や程度に関わらず進路選択において大切であると考

える。生徒誰もが「こう生きていきたい」という進路

を自ら決定し、自分らしく生きていけるよう支援して

行きたい。 
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